
第５回「あいのうた～出会いから子育てまでの短歌コンテスト～」受賞作品一覧 

 

１ 最優秀賞（各部門１首） 

一般の部 

雨の日は言葉の散歩にでかけよう 傘、さくらんぼ、帽子、新幹線 

神奈川県横浜市 水
みず

野
の

 真
ま

由
ゆ

美
み

ジュニアの部 

なぁ親父 墓石に水かけ汗ぬぐう 今日は猛暑だ 水分とれよ 

静岡県立科学技術高等学校３年 牛
うし

濱
はま

 慶
けい

介
すけ

 

２ 優秀賞（各部門２首） 

「女子（じょし）」のよみ「おなご」と答えた 小一の息子はじいじと時代劇見る 

静岡県小山町 勝俣
かつまた

 美由紀
み ゆ き

一般の部 
「二十五年世話になった」と言い吾子は 静かに去った アムロちゃんかよ

兵庫県川西市 木内
きのうち

 美由紀
み ゆ き

こちこちの食パン一枚牛乳で ふやかすように祖父の肩もむ 

福岡県立八女高等学校２年 中
なか

尾
お

 太
た

一
いち

ジュニアの部 
サッカーでロングシュートをきめたとき かあさんのこえぼくより大きい 

山口県光市立光井小学校２年 横道
よこみち

 玄
ひかる

 

３ 審査員特別賞（各部門２首） 

夏日記楽しい日々のみつづられて 六年生は大人の一歩 

兵庫県神戸市 山本
やまもと

 みさよ

一般の部 
教え子に結婚式の父役を 頼まれし日の酒のうまさよ 

大阪府吹田市 八木
や ぎ

 信
のぶ

男
お

雨の日は「むかえに来たよ」と 待っている車の中にはタオルがあった 

静岡県立科学技術高等学校２年 宮城島
みやぎしま

 一也
ひ と や

ジュニアの部 
「ここどうぞ」電車の中で勇気出す 元気な子ども産んでください

静岡県立科学技術高等学校３年 牧
まき

田
た

 晃
あきら



４ 入選 

＜一般の部＞ 

防災のリュックの中にしのばせる 子等の写真を悩んで選ぶ 

静岡県牧之原市 石神
いしがみ

 美保子
み ほ こ

幼子は１２㎝
センチ

の靴履きて 腕の中より羽化して駆け行く 

富山県射水市 浦
うら

上
かみ

 紀
のり

子
こ

蹴伸びする赤子の足
あ

裏
うら

に手を当てて おしくらまんじゅう明日は立春 

大阪府堺市 梶田
か じ た

 有紀子
ゆ き こ

母の日に初めてあげたエコバッグ まだ使ってるなんて知らなかったよ 

静岡県静岡市 川島
かわしま

 廉
れん

留守電に元気な頃の祖母の声 機種変更ができないでいる 

愛知県一宮市 木
き

村
むら

 実
み

紀
き

子どもまだ？どこに向かった問いなのか 生まぬわたしか生めぬこの世か 

静岡県静岡市 鈴木
す ず き

 立子
り つ こ

強そうな武器の名前が増えてゆく 君の手帳の予防接種欄 

新潟県燕市 田
た

巻
まき

 由美子
ゆ み こ

一さじのゼリー含みしわが夫の 喉元うごき米寿を祝ふ 

北海道札幌市 野
の

上
がみ

 小
こ

牧
まき

バトンミスして泣きじゃくる級友を 笑顔で励ます吾子となりけり 

静岡県袋井市 野
の

村
むら

 久
ひさし

帰省児と五人で寝る部屋 ヤリイカの魚群のやうに夜を泳げり 

宮城県仙台市 畠山
はたけやま

 昭
しょう

二
じ

めんどくせえ言いつつ歩幅を合わせつつ 買い物袋を持ちつつ息子は 

福岡県福岡市 藤田
ふ じ た

 美香
み か

シベリアの捕虜なる祖父の「アンズルナ」 祖母の遺品の文箱に眠る 

神奈川県藤沢市 松下
まつした

 まき

「おじいちゃんは死んだらどこへ行っちゃうの」 「好きなおまえの胸の中だよ」 

千葉県四街道市 宮
みや

野
の

 俊
とし

洋
ひろ

おさなごのくしゃみしゃっくり初ものの ぶどうのごとくプチッとはじける 

青森県八戸市 和井田
わ い た

 勢津
せ つ

保育園地産地消の泥団子 ワンパク質で骨太になれ 

千葉県柏市 渡会
わたらい

 克
かつ

男
お



＜ジュニアの部＞ 

しゃぼん玉くっついては消えまた生まれ 来世もあなたの隣にいたい 

愛知県立豊橋西高等学校２年 丸山
まるやま

 千
ち

尋
ひろ

いつの日も待っててくれる今日もまた 君がいるからテニスが好きだ 

静岡県立伊東高等学校城ケ崎分校３年 小
こ

西
にし

 彩
あや

トライした小さな兄の大きな背 すなぼこり舞う仲間の元へ 

静岡県立科学技術高等学校２年 石
いし

ヶ
が

谷
や

 直
なお

樹
き

学校の帰り道花がさいていた いつも一人の僕のために 

静岡県立科学技術高等学校２年 小
こ

長
なが

井
い

 紀
のり

孝
たか

「ばかやろう！」本気の叱り遠まわし 父親なりの「頑張れ息子」 

静岡県立科学技術高等学校３年 芹澤
せりざわ

 啓
けい

柊
と

「無理するな」私が言うと母は言う 「あなたのためならいくらでもする」 

静岡県立科学技術高等学校３年 細川
ほそかわ

 宙
ひろ

杜
と

「落ちついて自分信じてやってみろ」 今でもよぎる先輩の声 

静岡県立御殿場高等学校３年 羽
は

田
だ

 祐
ゆう

人
と

「これやる」とぶっきらぼうに兄が言う アイスがしみた中３の冬 

静岡県立御殿場高等学校２年 森
もり

川
かわ

 雅
まさ

美
み

涙あふれ友達のままはつらいけど それでも君に出会えて良かった 

静岡県立天竜高等学校１年 鈴
すず

木
き

 萌
ほの

花
か

追いかけて追い抜く目標いつの間にか 隣にいたい新たな目標 

静岡県立天竜高等学校３年 守崎
もりざき

 さくら

母作る 三人分のお弁当 一人ひとりに おかずを変えて 

静岡県立東部特別支援学校高等部１年 篠原
しのはら

 華
はな

「もう一本」「足動かして」 母さんの声もコートでボールを受ける 

静岡市立清水第七中学校１年 串
くし

木
き

 彩
いろ

華
は

持久走 君をめがけてゴールイン この初恋もゴールしたいのに 

静岡市立南中学校２年 杉山
すぎやま

 海
み

優
ゆう

おきなわですいぞくかんへいきました ぶらっくまんたすごくでかいよ 

浜松市立都田小学校１年 寺
てら

田
だ

 健
たけ

琉
る

ひいばあちゃんくもになったときいたから おそらをみるよはれでもあめでも 

兵庫県西脇市立日野こども園年長 大
おお

江
え

 悠
ゆう

亜
あ

 


